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バ
ー
ニ
ッ
ク
い
ち
お
し
！
馬
肉

グ
ル
メ
ダ
ー
ビ
ー
の
総
合
４
位
で
、

麺
類
・
丼
類
部
門
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
の
は
、
昔
な
が
ら
の
支
那
そ

ば
の
安
定
感
。
客
人
に
ラ
ー
メ
ン

を
ふ
る
ま
う
山
形
県
民
文
化
を
引

き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
、
見

た
目
か
ら
し
て
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ

な
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
・
オ
ン
・

ザ
・
麺
が
、
一
周
ま
わ
っ
て
今
、

新
し
い
！
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

馬
肉
料
理
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
長
井
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
と
言
っ
た
ら
、
原
点

回
帰
の
「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ

ン
」
で
し
ょ
！

「
馬
肉
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ
ン
」

マ
ル
Ａ
新
来
軒
の

今
月
の
行
事
予
定

２
日
（
水
）	　

青
年
部
会
役
員
会
（
頓
珍
館
）

　
　
　
　
　

		

マ
ル
経
審
査
会
（
研
修
室
）

３
日
（
木
）	　

女
性
会
役
員
会
（
研
修
室
）

　
　
　
　
　

		

山
形
工
科
ア
カ
デ
ミ
ー
入
学
式

　
　
　
　
　

		

置
賜
試
験
場
に
関
す
る
県
知
事
へ
の

　
　
　
　
　

		　
　
　
　
　
　
　
　

要
望
活
動（
県
庁
）

９
日
（
水
）	　

長
井
市
勤
労
者
互
助
会
理
事
会

（
研
修
室
）

10
日
（
木
）　

女
性
会
通
常
総
会
（
研
修
室
）

14
日
（
月
）　

保
証
協
会
金
融
懇
談
会
（
米
沢
市
）

15
日
（
火
）　

青
年
部
会
通
常
総
会
（
ア
ゼ
リ
ア
）

16
日
（
水
）　

日
本
商
工
会
議
所
委
員
会
（
～
17
日
）

22
日
（
火
）　

長
井
市
勤
労
者
互
助
会
評
議
員
会

（
ア
イ
リ
ス
）
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～
宝
石
に
人
生
を
託
し
て
～

　

都
内
（
高
田
馬
場
）
早
稲
田
眼
鏡

専
門
学
校
卒
。
家
業
承
継
す
べ
く
、

江
戸
川
区
・
松
江
商
店
街
に
あ
る

宝
石
・
メ
ガ
ネ
・
時
計	

ハ
ナ
ジ
マ

（
株
式
会
社
ハ
ナ
ジ
マ
）
に
仕
え
る
。「
修
業

時
代
が
自
分
の
血
肉
の
源
泉
」。

　

宝
石
を
通
じ
て
人
々
に
想
い
を
伝
え
る

こ
と
こ
そ
わ
が
天
職
。
師
匠
の
花
島
社
長

の
ぶ
れ
な
い
信
念
が
大
き
く
影
響
し
た
。

商
店
街
の
会
合
や
行
事
に
出
席
す
る
の
も

修
業
の
ひ
と
つ
。
商
店
街
の
会
員
は
下
町

な
ら
で
は
。
魚
、
仏
壇
、
う
な
ぎ
、
ち
ょ

う
ち
ん
…
そ
れ
ぞ
れ
の
店
主
か
ら
人
と
の

つ
な
が
り
や
も
て
な
し
の
精
神
を
学
ん
だ
。

　

高
価
な
宝
石
を
扱
う
か
ら
に
は
、
そ
の

お
客
様
の
想
い
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
取
る
だ

け
の
接
客
の
時
間
が
大
切
。
滞
在
時
間
の

長
い
お
客
様
が
多
い
。「
長
い
時
間
を
か
け

て
私
た
ち
に
『
想
い
』
を
託
す
お
客
様
を
、

裏
切
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ

ん
」
目
の
前
の
売
り
上
げ
や
、
来
店
客
数
の

増
加
や
、
企
業
規
模
の
拡
大
や
名
声
を
得

る
こ
と
が
当
社
を
存
続
さ
せ
る
理
由
で
は

な
い
。
私
た
ち
が
歯
を
食
い
し
ば
る
の
は
、

お
客
様
か
ら
受
け
と
っ
た
想
い
を
、『
ど

う
し
た
ら
も
っ
と
強
く
、
も
っ
と
美
し
く
、

わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
』
と
い
う
こ
と
を
追
及
す
る
か
ら
。

　

宝
石
に
は
人
の
想
い
を
伝
え
る
力
、
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
人
の
生
命
を
も
左
右
す
る

大
き
な
力
が
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。

前
は
『
宝
石
は
売
る
も
の
』
と
考
え
て
い
た
。

で
も
『
宝
石
は
想
い
を
伝
え
る
も
の
』
と
い

う
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
っ
た
。
指
輪
を
作
る

こ
と
が
仕
事
で
は
な
く
、
指
輪
は
『
想
い
』

の
後
に
で
き
あ
が
る
も
の
。
こ
の
理
念
が

あ
る
か
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
職
人
が
心
を

込
め
て
手
作
り
し
て
い
る
。
ベ
ル
テ
ィ
ー

サ
イ
ト
ウ
の
指
輪
に
は
幅
20
ミ
リ
の
中
に

人
々
の
想
い
が
凝
縮
し
て
い
る
。

●広々とした店内には所狭しと陳列

●駐車場完備。花壇や庭の雪解けを
待って家族で訪れたい

●齋藤社長と長男の憲幸さん

□㈲花ショップポピー
●営業時間
　9：00～19：00

●定休日　無　

●電　話
　0238-84-7748

●ＦＡＸ
　0238-84-8476

●代表		斎藤憲昭さん
　白鷹町生まれ。長井工業卒、三
菱レイヨン（愛知県）就職。帰
郷し市内の花店従事する。H6
年に創業した当社に店長とし
て入社｡ H21年株式等事業譲
渡受け代表取締役就任。役員
であり従業員の妻・美佐子さ
ん、長男・憲幸さんらと花に囲
まれる日々。

ポピー
☆はぎ苑

●

⑫ 公益社団法人長井青年会議所理事長（第49代）
　	㈱ベルティーサイトウ　専務取締役

齋 藤 繁 喜さん

　

前
号
の
続
き
～
同
店
に
は
Ｈ
６
年

か
ら
店
長
と
し
て
従
事(

株
式
も
保

有)

。
Ｈ
21
年
に
前
オ
ー
ナ
ー
、
他

の
株
主
か
ら
株
式
譲
渡
受
け
、
現
在

に
至
る
。
事
業
承
継
計
画
や
資
金
計

画
で
当
所
が
支
援
し
た
。

■
花
は
見
た
目
が
す
べ
て

　

相
場
や
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す

い
、
花
屋
業
界
。「
昨
シ
ー
ズ
ン
は

９
月
ま
で
の
猛
暑
と
そ
の
あ
と
の
長

雨
で
収
穫
時
期
が
狂
い
っ
ぱ
な
し
」

野
菜
の
よ
う
に
水
耕
栽
培
で
あ
る
程

度
国
内
市
場
の
収
量
を
安
定
さ
せ

る
施
策
も
な
い
。
ま
し
て
海
外
か
ら

船
便
内
で
生
育
さ
せ
国
内
市
場
に
や

っ
て
く
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
時
あ
る
花
が

命
。「
花
は
見
た
目
が
す
べ
て
。
言

い
訳
は
何
も
な
い
」

■
花
と
い
う
「
モ
ノ
」
で
は
な
く
、

「
感
謝
を
伝
え
る
」
と
い
う
価
値
を

売
る

　
「
花
を
使
っ
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
方
法
」
を
売
っ
て
い
る
の
が

花
屋
の
売
り
モ
ノ
で
あ
り
サ
ー
ビ

ス
。「
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
方

法
」
を
売
る
以
上
は
、
花
は
そ
の
手

段
で
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
顧
客

の
目
線
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
こ
と
」
に
あ
り
、
同
店
も
そ
こ
に

目
線
を
合
わ
せ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
る
。

⑫前オーナーから株式買取により事業譲渡受け創業

有限会社 花ショップポピーの場合

●さいとう・しげきさん
1977年生まれ。
長井北中時代テニスで東北大会ベ
スト16に。
米沢商業時代はインターハイ常連。
「テニス斎藤」の名声を断ち切り家
業承継すべく
（親に対する反抗期が全くなかっ
た・談）進路を都内の専門学校に。
ラケットをジョッキに持ち替え毎
晩飲み歩く日々に。
卒業する頃、反抗期に。
「このままで良いのか」ファッショ
ンや美容に目覚めたが、父に説得さ
れ軌道修正。
都内（株）ハナジマに修業。
2000年春帰郷。ベルティ－サイト
ウ入社。普段は山形店（鉄砲町）勤務。
山形市在住。
家族は妻と子ども3歳（男）1歳（女）
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商
工
会
議
所
を
取
り
巻
く
課
題

（
会
員
期
待
事
項
）
と
対
応
方
向

⑴
地
域
経
済
関
係

①
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ
の

対
応

　
　

迅
速
な
情
報
収
集
と
企
業
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
情
報
の
提
供

②
中
心
商
店
街
の
活
性
化

　
　

国
の
補
正
予
算
活
用
等
に
よ
る
活
性

化
支
援

③
政
策
提
言(
長
井
市･

山
形
県･

国
等)

　
　

地
域
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

委
員
会
及
び
部
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え

た
積
極
的
な
提
言
活
動
の
展
開(

長
井

市･

山
形
県･

国
等)

＝
発
言
す
る
長
井

商
工
会
議
所

④
行
政(

市･

県)

と
の
連
携･

協
調	

　
　

長
井
市
経
済
活
性
化
に
向
け
た
連
携

･

協
調

⑵
会
員
事
業
所
関
係

①
企
業
の
業
績
向
上･

体
質
強
化
に
対
す

る
支
援

　
　

国･

県･

市
等
の
補
助･

融
資
制
度
の

積
極
的
活
用
、
経
営
者
及
び
事
業
戦
略

支
援
の
た
め
の
職
員
の
資
質
向
上

②
業
種
別
活
動
の
展
開

　

６
部
会
の
開
催･

運
営
に
よ
る
協
議

③
会
頭
諮
問
事
項
に
関
す
る
意
見
の
集
約

　

４
専
門
委
員
会
の
開
催
に
よ
る
協
議

④
会
員
事
業
所
減
少
へ
の
対
応

　
　

長
井
商
工
会
議
所
の
役
割･

機
能
の

理
解
促
進

⑤
顔
の
見
え
る
商
工
会
議
所
の
業
務
展
開

　
　

職
員
の
個
別
企
業
訪
問
の
拡
充
に
よ

る
理
解
促
進

⑶
会
務
運
営
・
事
務
局
運
営
・

　
　
　
　
　

職
員
意
識
・
そ
の
他

①
三
役
会
の
定
例
開
催

　
　

商
工
会
議
所
運
営
の
基
本
に
関
す
る

総
括
的
協
議

②
６
部
会
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換

　
　

三
役
と
６
部
会
正
副
部
会
長
と
の
定

期
的
な
懇
談
会
の
開
催

③
事
務
局
運
営
の
活
性
化

　
　

前
例
踏
襲
の
打
破
、
透
明
性
の
あ
る

運
営
、
職
員
の
意
欲
向
上

④
職
員
の
主
体
的
行
動

　
　

自
主
性
発
揮
に
よ
る
信
頼
さ
れ
・
評

価
さ
れ
る
職
員
づ
く
り

⑤
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
へ
の
支
援	

　
　

長
井
の
シ
ン
ボ
ル･

交
流
拠
点
と
し

て
の
利
用
拡
大
に
よ
る
活
性
化

長
井
商
工
会
議
所
の
使
命
と
役

割
・
運
営
理
念･

事
業
活
動
方
針

の
制
定
【
平
成
26
年
度
】

①
使
命
と
役
割

　
　

地
域
経
済
の
牽
引
役
、
会
員
事
業
所

の
成
長･

発
展
の
お
手
伝
い

②
運
営
理
念

　
　

信
頼
さ
れ
る
長
井
商
工
会
議
所
・
行

動
す
る
長
井
商
工
会
議
所

③
事
業
活
動
方
針

　
　

弛
ま
ざ
る
挑
戦
・
着
実
な
前
進
・
活

力
あ
る
長
井
の
創
造

重
点
事
業

１
．
政
策
提
言
・
意
見
活
動
の
展
開

２
．
ま
ち
の
魅
力
創
出
、

　
　
　
　
　
　
　

賑
わ
い
づ
く
り
の
推
進

３
．
人
材
育
成
事
業
の
取
り
組
み
強
化

４
．
企
業
経
営
力
強
化
の
支
援

５
．
商
工
会
議
所
の
組
織
、

　
　
　
　
　
　
　

運
営
基
盤
の
強
化

事
務
規
則
の
改
正

　

地
域
振
興
・
観
光
振
興
等
の
業
務
が
増

加
し
、
か
つ
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
及
び
平
成
26
年
度
か
ら
本
格
化
す

る
中
心
市
街
地
活
性
化
業
務
を
推
進
す
る

た
め
、
地
域
活
性
化
推
進
室
を
新
設
す
る
。

●３月10日に開催された第355回常議員会

　

３
月
常
議
員
会
で
平
成
26
年
度
運

営
方
針
、
事
業
計
画
、
収
支
予
算
（
い

ず
れ
も
案
）
が
承
認
さ
れ
た
。
借
入
金

最
高
限
度
額
と
事
務
規
則
の
改
正
に

つ
い
て
も
承
認
さ
れ
、
３
月
27
日
開
催

の
通
常
議
員
総
会
に
諮
ら
れ
る
（
事

業
計
画
と
収
支
予
算
の
詳
細
に
つ
い

て
は
次
号
に
て
お
伝
え
し
ま
す
）。

　

本
号
で
は
平
成
26
年
度
の
活
動
方

針
及
び
重
点
事
業
に
つ
い
て
掲
載
す

る
。 平

成
26
年
度

  
事
業
計
画
案
決
ま
る

「
信
頼
さ
れ
、期
待
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

商
工
会
議
所
を
目
指
す
」

活動方針・
重点事業を
紹介
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●議員改選後初の開催となった総務委員会

　

３
月
３
日
、
商
工
会
議
所
研
修
室
で
総

務
委
員
会
（
小
川
章
委
員
長
）
の
第
１
回

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
委
嘱
状
が
交
付

さ
れ
た
後
、
会
頭
か
ら
の
諮
問
事
項
で
あ

る
（1）
長
井
商
工
会
議
所
の
「
役
割
と
使

命
」「
運
営
理
念
」「
事
業
活
動
方
針
」
に

つ
い
て
、
（2）
平
成
26
年
度
事
業
計
画
（案）
に

つ
い
て
、
（3）
平
成
26
年
度
当
初
予
算
（案）
に

つ
い
て
、
の
３
項
目
を
協
議
。
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
受

注
開
拓
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
製
造
業
分

野
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
商
業
分
野
で

も
実
施
で
き
な
い
か
」「
か
わ
と
道
の
駅

が
で
き
た
後
、
タ
ス
の
運
営
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
」
等
の
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
総
務
委
員
会
か
ら
会
頭
に
対

し
、
諮
問
事
項
の
回
答
が
な
さ
れ
、
常
議

員
会
に
お
い
て
そ
の
旨
報
告
さ
れ
た
。

 

金
融
懇
談
会

当
所
と
市
内
金
融
機
関
連
携
密
に

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
当

地
域
の
企
業
に
対
し
、
当
所
の
経
営
改
善

指
導
業
務
に
お
い
て
、
今
後
ま
す
ま
す
各

金
融
機
関
融
資
担
当
者
と
の
情
報
共
有
、

連
携
強
化
が
不
可
欠
と
捉
え
、
今
年
度
２

回
目
と
な
る
金
融
懇
談
会
を
３
月
６
日
、

商
工
会
議
所
研
修
室
で
開
催
。
当
地
域
内

金
融
機
関
と
の
間
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

　

当
所
か
ら
中
小
企
業
相
談
所
業
務
報
告

や
平
成
25
年
度
補
正
・
平
成
26
年
度
中

小
・
小
規
模
事
業
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

説
明
し
た
後
、
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
応
や
、
市
内
事
業
所
の

業
況
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
「
経
営
者
保
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
即
し
た
保
証
を
と
ら
な
い
融
資
が
可
能

な
企
業
は
、
当
地
域
で
は
相
当
な
優
良
企

業
と
言
え
る
」「
公
共
工
事
や
ア
パ
ー
ト

建
設
等
で
、
建

設
業
界
は
忙
し

く
、人
手
不
足
」

「
若
者
定
住
に

つ
な
が
る
施
策

が
な
い
と
、
本

当
の
景
気
回
復

に
は
な
ら
な

い
」
な
ど
の
情

報
提
供
、
意
見

が
出
さ
れ
た
。

第1回総務委員会 平
成
26
年
度
事
業
計
画（
案
）な
ど
協
議

●中小企業支援体制の強化を目的に開催した当所主催の金融懇談会
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こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
３
回
目
は
、
消
費
税

の
転
嫁
対
策
で
重
要
な
「
資
金
繰
り
」
と
、

転
嫁
対
策
の
全
体
像
を
に
ら
ん
だ
「
組
織

対
応
」
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

資
金
繰
り
に
は
今
ま
で
以
上
に
注
意

　

下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
消
費
税
５

％
の
場
合
も
８
％
の
場
合
も
、
税
抜
売
上

高
１
、0
0
0
円
、
利
益
1
0
0
円
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
納
税
額
は
20
円
だ
っ
た

も
の
が
32
円
と
、
1.6
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
消
費
税
は
一
時
的
な
預
り
金
で

あ
り
、
自
社
の
資
金
で
な
い
と
い
う
こ
と

を
今
ま
で
以
上
に
認
識
し
て
、
納
税
時
に

資
金
不
足
に
陥
ら
な
い
よ
う
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
お
金
の

動
き
を
月
次
・
週
次
・
日
次
で
押
さ
え
て

お
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
売
上
げ
と
利
益
は
違
う
こ
と
を

認
識
し
た
う
え
で
、
①
受
取
り
や
支
払
い

ま
で
の
日
数
の
改
善
、
②
在
庫
が
売
れ
て

い
く
期
間
の
把
握
と
改
善
、
③
遊
休
資
産

の
処
分
、
④
売
上
げ
増
の
た
め
に
掛
売
り

を
増
や
さ
な
い
、
⑤
任
意
の
消
費
税
中
間

納
付
制
度
の
活
用
な
ど
の
対
策
を
取
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

組
織
で
の
対
応
が
重
要

　

次
に
「
組
織
対
応
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
経
営
陣
は
転
嫁
対

策
を
理
解
し
指
示
を
し
て
い
た
の
に
、
現

場
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
回
っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
、
結
局
税
率
引
き
上
げ
に
対

応
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
し
た
い
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、

①
税
込
価
格
で
売
上
げ
を
管
理
し
て
い
た

た
め
、
増
税
に
よ
る
利
益
の
減
少
に
気
付

か
ず
、
営
業
戦
略
を
見
誤
る
、
②
会
社
の

利
益
の
た
め
と
思
っ
て
仕
入
れ
先
と
行
っ

た
交
渉
が
、
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
で
禁

止
さ
れ
る
「
買
い
た
た
き
」
行
為
に
な
っ

て
し
ま
う
、
③
税
率
引
き
上
げ
へ
の
準
備

不
足
や
認
識
不
足
の
た
め
に
納
期
遅
れ
を

起
こ
し
て
し
ま
う
、
④
売
上
げ
を
い
つ
計

上
す
る
か
の
基
準
が
明
確
で
な
い
た
め
に
、

適
用
税
率
を
間
違
え
る
、
⑤
契
約
書
や
見

積
書
な
ど
が
総
額
表
示
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
適
用
税
率
に
つ
い
て
取
引
先
と
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
、
⑥
３
月
ま
で
の
駆
け
込
み

需
要
の
獲
得
と
４
月
以
降
の
反
動
減
へ
の

対
策
が
不
十
分
で
、
売
上
げ
が
減
少
す
る
、

⑦
総
額
表
示
と
外
税
表
示
が
混
在
し
、
そ

の
対
応
で
現
場
が
混
乱
す
る
、
⑧
消
費
税

に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
や
質
問
の
情
報
共
有
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
で
き
て
い
な
い
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
確

認
し
な
が
ら
、
組
織
と
し
て
の
消
費
税
転

嫁
対
策
を
是
非
と
も
練
っ
て
い
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
備
え
て
、

組
織
と
し
て
転
嫁
対
策
の
方
針
を
決
め
る

こ
と
も
重
要
で
す
。
①
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
価
格
改
定
、
②
価
格
表
示
の
変
更
、
③

新
商
品
の
導
入
・
既
存
商
品
の
高
付
加
価

値
化
と
い
っ
た
対
策
を
、
経
営
者
・
従
業

員
が
一
体
と
な
っ
て
考
え
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
転
嫁
対
策
の
方
針
が
決
定
し
た
ら
、

そ
の
た
め
に
や
る
べ
き
事
、
注
意
す
べ
き

事
と
い
っ
た
「
社
内
ル
ー
ル
」
を
設
定
し
、

従
業
員
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
も
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
対
策

チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ
と
や
、
情
報
の
受

発
信
源
を
明
確
に
定
め
た
一
元
管
理
が
有

効
と
な
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
全
３
回
に
わ
た
り
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
お
伝

え
し
て
き
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
今
回

の
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
い
う
大
き
な
経

営
環
境
の
変
化
を
き
っ
か
け
に
、
価
格
設

定
、
販
売
計
画
、
資
金
繰
り
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
経
営
を
見
直
し
て
、
総

合
的
な
経
営
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
で
す
。
こ
れ
か
ら
来
る
大

き
な
波
を
乗
り
越
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

安
定
し
た
経
営
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
ぜ

ひ
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。◆　

　
　
　

◆

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口

相
談
等
事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東
京
商
工

会
議
所
中
小
企
業
相
談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中
小
企
業
診
断
士　

秋
島
一
雄

消
費
税
率
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
の
転
嫁
対
策 

3
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山
形
大
学
が
主
催
し
、
長
井
商
工
会
議

所
が
後
援
し
た
「
山
形
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
ｉ
ｎ
長
井
」
が
、
３
月
８
日
、
Ｔ
Ａ
Ｓ

で
開
か
れ
た
。「
み
ん
な
で
つ
く
る
長
井

の
し
あ
わ
せ	

―
学
び
、
考
え
、
創
造
す

る
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
二
部
構
成
で
進
め
ら
れ
、
山
形
大
関
係

者
や
市
民
約
70
人
が
聴
講
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
結
城
章
夫
山
形
大
学

長
と
内
谷
重
治
長
井
市
長
の
主
催
・
共
催

者
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
後
援
団
体
を
代
表

し
、
当
所
の
横
澤
泰
雄
会
頭
が
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
１
部
は
、
長
井
市

第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
関
わ
っ
た
北
川

忠
明
山
形
大
人
文
学
部
長
が
「
新
し
い
ロ

ー
カ
リ
ズ
ム
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
経
済
・
連

携
経
済
と
地
方
都
市
の
持
続
可
能
な
発
展

～
」
と
題
し
講
演
。
市
場
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
化
、
個
人
化
に

加
え
、
政
治
が
変
容
し
た
社
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
に
振
り
回
さ
れ
な
い
持
続
可
能
な

地
域
の
形
成
が
必
要
だ
と
説
き
、
長
井
の

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
の
発
展
の
た
め
に
は
、
循

環
型
都
市
づ
く
り
の
先
駆
と
、
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

産
業
の
創
出
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
ま
ち

づ
く
り
が
「
み
ん
な
で
創
る
し
あ
わ
せ
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
長
井
」
に
つ
な
が
る
と
語

っ
た
。

　

第
２
部
で
は
、
山
形
工
科
短
期
大
学
校

長
の
勝
見
英
一
朗
氏
を
進
行
役
に
、
㈱
昌

和
製
作
所
代
表
取
締
役
社
長
の
小
関
博
資

氏
、
曹
洞
宗
三
峯
山
洞
松
寺
住
職
の
小
野

卓
也
氏
、
山
形
大
渉
外
部
国
際
交
流
室
教

授
山
崎
眞
二
氏
、
山
形
大
人
文
学
部
３
年

の
廣
谷
早
織
氏
の
４
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、「
長
井
の
し
あ
わ
せ
を
考
え
る	

―

こ
れ
か
ら
10
年
後
の
未
来
へ
―
」
を
テ
ー

マ
に
事
例
発
表
と
提
言
を
行
っ
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
た
翌
期

の
昭
和
51
年
10
月
か
ら
平
成
19
年
10
月
ま

で
議
員
、
常
議
員
、
監
事
と
し
て
会
議
所

運
営
に
関
わ
り
、
31
年
１
ヵ
月
も
の
長
い

間
、
政
策
提
言
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
長
井
市

の
平
成
25
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
（
教
育

文
化
及
び
産
業
経
済
）
を
受
け
た
寺
嶋
廣

二
氏
（
㈱
寺
嶋
製
作
所
・
テ
ラ
シ
マ
電
子

㈱
取
締
役
会
長
）
の
受
賞
記
念
祝
賀
会
が

３
月
12
日
、
Ｔ
Ａ
Ｓ
で
開
か
れ
た
。
当
所

と
長
井
市
体
育
協
会
、
長
井
市
陸
上
競
技

協
会
が
発
起
人
と
な
り
開
催
。
関
係
者
約

80
人
が
出
席
し
た
。

　

発
起
人
代
表
の
横
澤
泰
雄
会
頭
が
「
現

役
の
経
営
者
で
あ
り
、
現
役
の
ア
ス
リ
ー

ト
。
こ
れ
か
ら
も
よ
き
指
導
者
と
し
て
、

ま
た
先
輩
と
し
て
、
私
た
ち
を
導
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
記
念
品

を
手
渡
し
た
。
そ
の
後
、
次
女
の
寺
嶋
ひ

ろ
み
さ
ん
、
孫
の
寺
嶋
ま
ひ
ろ
さ
ん
か
ら

花
束
を
贈
ら
れ
た
寺
嶋
氏
は
、
妻
の
智
佐

子
さ
ん
と
共
に
壇
上
に
立
ち
「
こ
れ
か
ら

も
足
腰
を
積
極
的
に
動
か
し
健
康
に
心
掛

け
、
地
域
発
展
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

祝
宴
に
加
え
、
祝
謡
や
祝
唄
も
披
露
さ
れ
、

華
や
か
な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。

●北川忠明山形大人文学部長の基調講演

●
開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立

つ
横
澤
会
頭

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
地
元
か
ら
も
参
加

●
ご
家
族
と
共
に
壇
上
に
立

つ
寺
嶋
廣
二
氏（
上
）、市

政
功
労
者
表
彰
状（
右
）、

横
澤
泰
雄
会
頭
が
発
起
人

代
表
挨
拶
を
述
べ
た（
下
）

㈱
寺
嶋
製
作
所

テ
ラ
シ
マ
電
子
㈱

会
長

寺
嶋 

廣
二 

氏

市
政
功
労
者
表
彰

  

受
賞
祝
賀
会　

開
催
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2,000【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0　　 0.0 0 0

建 設 業 2　　 40.0 113 68.5

製 造 業 0　　 0.0 0 0.0

卸 売 業 0　　 0.0 0 0.0

小 売 業 2　　 40.0 32 19.4

金融・保険業 0　　 0.0 0 0.0

不 動 産 業 0　　 0.0 0 0.0

運輸・通信業 1　　 20.0 20 12.1

サービス業 0　　 0.0 0 0.0

計 5　　 100.0 165 100.0

協力／㈱東京商工リサーチ山形支店

新　築 増改築

専用住宅
件 数 3 1

延べ面積 914.51 174.93

併用住宅
件 数 0 1

延べ面積 0.00 94.40

そ の 他
（工場・　　
　	店舗含）

件 数 0 2

延べ面積 0.00 209.50

合 計
件 数 3 4

面 積 914.51 478.83

協力／長井市まち住まい整備課　

★山形県企業倒産状況
		（負債総額 1,000 万円以上）

【平成26年2月末現在】
負債額単位：百万円

★建築確認申請状況
　　　　　　　　　		（長井市）

【平成26年2月延べ面積単位：㎡】

★長井市の人口　平成26年2月28日現在
　人　口　28,533人（男 13,783人、女 14,750人）

　	世帯数　9,732

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況	（パートタイムを含む全数）

LOBO 調査 ［商工会議所早期景気観測調査］
○調査期間：2014年２月14日～20日
○調査対象：全国の419商工会議所が3147企業等
にヒアリング

（内訳）建設業：481	製造業：757	卸売業：344
　　　　小売業：753	サービス業：812

【全国の２月調査速報】

産 業 別 概 況

業況ＤＩは、一服。駆け込み需要への期待も、
反動減など先行き不安が広がる

　２月の全産業合計の業況ＤＩは、▲7.7と、前月か
ら▲4.6ポイントの悪化。個人消費では、消費税引き
上げ前の駆け込み需要がみられるものの、東北・関東
を中心とする記録的な大雪により、物流への支障や
売上減少など、製造業・非製造業を問わず、影響は
広範に及んだ。中小企業の景況感は、売上・受注の
堅調な推移を背景に改善傾向が続いていたが、足元
では、仕入コストや電力料金、人件費などの負担増
に加え、駆け込み需要の反動減への警戒感が伺える。	
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲14.5（今
月比▲6.8ポイント）と、大幅な悪化を見込む。消費税
引き上げ前の駆け込み需要により、３月は衣料品や日
用品など、小売業を中心に売上・受注の増加が見込ま
れるものの、仕入コストや電力料金、人件費などの負
担増が続く中、４月以降、反動減による受注の落ち込
みや消費マインドの低下などが見込まれ、中小企業に
おいては先行きに対する警戒感が強まっている。
　産業別にみると、今月の業況ＤＩは前月に比べ、全
業種で悪化した。
　各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のと
おり。
…………………………………………………………………
【建設業】「公共工事の労務単価が引き上げられ、入札
不調の解消に期待できる。ただ、資材価格の高止まり
もあり、依然として利益率は低い」（一般工事業）、「住

宅などの着工が続くものの、徐々に落ち着き始めてい
る。４月以降の反動減が心配」（一般工事業）、「社員の
高齢化が進んでいるため、若年者を採用したいが応募
がない」（建築工事業）
…………………………………………………………………
【製造業】「消費税引き上げ前の駆け込み需要により、
寝具やカーテン、じゅうたんなどの増産が続く」（寝
具・室内装飾品製造業）、「電機メーカーからの受注が
増加し、人手不足の状況」（電気機械部品製造業）、「電
力料金などの負担増加分を価格転嫁したいが、取引先
との交渉が難航。収益改善が進まない中、４月以降の
受注の落ち込みが不安」（金属熱処理業）
…………………………………………………………………
【卸売業】「新幹線の建設をはじめ、公共工事向けは堅
調。他方で、人手不足に伴い、着工や工期の遅れもみ
られ、自社への影響を懸念している」（建築材料卸売
業）、「コンビニの出店攻勢や、大手スーパーの営業時
間延長などにより、地元小売店の業況が悪化。自社の
受注も減少している」（飲料・食料品卸売業）、「寒い日
が続いたため、春物衣料の受注が例年より遅れており、
売上が伸び悩んだ」（衣料品卸売業）
…………………………………………………………………
【小売業】「腕時計などの高額品が堅調に推移したほか、
バレンタイン商戦が活況で、高価格帯商品の動きが良
かった」（百貨店）、「２週連続で週末に大雪が降った影
響により、来店客数が伸び悩み、売上が減少した」（服
飾品販売店）、「冷蔵庫・洗濯機などの白物家電やパソ
コンの売れ行きが好調なものの、４月以降は売上の低
迷が見込まれる」（家電販売店）
…………………………………………………………………
【サービス業】「大雪の影響で、高速道路の通行止めや
トラックの立ち往生などがあり、荷物を運べず、取引
に支障が出た」（運送業）、「暖房費の負担が重く、収益
を圧迫しているものの、３月から卒業・入学シーズン
に入るため、売上増が期待できる」（飲食店）、「大雪に
伴う鉄道やバスの運休等により宿泊キャンセルが相次
ぎ、100万円以上の損失が出た」（旅館業）

Ｈ25.1月 2	月 3	月 4	月 5	月 6	月 7	月 8	月 9	月 10	月 11	月 12	月 Ｈ26.1月
有効求人
倍　　率 0.71 0.81 0.84 0.69 0.71 0.78 0.84 0.91 0.96 0.86 0.89 0.98 0.87
有　　効
求 人 数 810 938 1,057 974 967 1,006 1,014 1,052 1,080 923 891 967 872
有　　効
求職者数 1,146 1,154 1,257 1,407 1,362 1,289 1,211 1,151 1,127 1,077 1,004 984 1,007

　　　月
項目　　

協力／ハローワーク長井



図２、３Dプリンタ原理図２、３Dプリンタ原理

図１　３Dプリンタ一例

図３、一体で成形したスパナ

●
ご
熱
弁
ふ
る
う
小
関
社
長（
奥
左
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
つ
く
っ
た
設
計
図
を
も
と
に
、
三
次
元

の
モ
ノ
を
造
り
出
す
装
置
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
」
が
今
、
モ
ノ

づ
く
り
の
現
場
に
革
命
を
起
こ
す
技
術
と
し
て
世
界
中
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
何
が
ス
ゴ
イ
の
か
と
い
う
と
、
こ
れ
ま
で
多
額

の
費
用
の
か
か
る
金
型
や
大
型
装
置
ナ
シ
で
は
で
き
な
か
っ
た

モ
ノ
の
製
造
を
、
小
型
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
１
つ
で
実
現
で
き

る
こ
と
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
資
金
力
に
乏
し
い
中
小
企
業
や
個

人
で
も
ほ
し
い
形
状
の
モ
ノ
が
手
軽
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
を
変
え
る
だ
け
で
、
い
く

つ
も
の
パ
タ
ー
ン
で
製
造
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
こ
れ
ま
で
外
注
し
て
い
た
試
作
品
づ
く
り
も
、

金
型
ナ
シ
で
精
巧
な
モ
ノ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
を
導
入
す
れ
ば
、
自
社
製
造
が
可
能
。
製
作
時
間
も
コ

ス
ト
も
大
幅
に
縮
小
で
き
る
は
ず
だ
。(

以
下
、
本
文
は
昌
和
製

作
所
・
小
関
博
資
社
長)

★

　

昨
年
当
初
か
ら
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
も
の
づ
く
り

を
根
底
か
ら
覆
す
の
で
は
な
い
か
？
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
あ
る
。

　

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
最
新
の
技
術
か
と
思
い
が
ち

だ
が
、
実
は
ア
メ
リ
カ
で
１
９
８
０
年
代
に
開
発
さ
れ
既
に
30

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

　

当
時
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
が
１
億
円
程
度
、
原
材
料
の
紫
外
線

硬
化
樹
脂
は
金
よ
り
も
高
価
で
、
精
度
及
び
製
品
強
度
が
実
用

レ
ベ
ル
に
な
か
っ
た
た
め
、
普
及
し
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
30
年
が
経
過
し
原
理
特
許
が
切
れ
、
ど
こ
の
メ
ー
カ

ー
で
も
開
発
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
材
料
や
装
置

の
低
価
格
化
と
性
能
向
上
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
。

　

ま
た
米
国
政
府
が
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
国
内
産
業
の
柱
に
し
よ

う
と
60
億
円
の
補
助
金
投
入
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
で
ユ
ニ
ー
ク
な
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
開
発
し
て
い
る
。

そ
れ
に
遅
れ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
が
日
本
で
も
今
年
度
よ
り
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
開
発
の
助
成
金
を
様
々
用
意
し
て
い
る
。
今
現
在

は
低
強
度
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
主
流
だ
が
強
化
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ
Ｐ
レ
ベ
ル
の
も
の
や
、
ア
ル
ミ
な
ど
の
低
融
点
金
属
も
可

能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
原
理
に
つ
い
て
は
図

２
を
参
照
願
い
た
い
。

　

一
般
的
な
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー
と
構
造
は
ほ
ぼ
同

じ
で
、
ノ
ズ
ル
か
ら
で
る
も
の
が
イ
ン
ク
で
は
な
く
熱
で
溶
か

し
た
樹
脂
に
な
る
。
そ
れ
を
Ｘ
Ｙ
テ
ー
ブ
ル
上
移
動
さ
せ
、
３

次
元
デ
ー
タ
を
も
と
に
高
さ
方
向
に
積
層
し
て
い
く
。
形
状
に

よ
っ
て
は
積
層
が
不
安
定
に
な
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
材
料
も
同
時
に
積
層
す
る
。
そ
の
サ
ポ
ー
ト
材
は
水
な
ど
で

溶
か
せ
る
た
め
、
複
雑
な
形
状
で
も
１
体
化
し
た
状
態
で
造
り

上
げ
る
こ
と
が
可
能
。
他
の
加
工
方
法
で
は
で
き
な
い
の
が
、

箱
の
な
か
に
人
形
が
入
っ
た
状
況
の
も
の
を
成
形
で
き
る
。
図

３
に
示
す
が
、
一
体
で
成
形
し
た
ス
パ
ナ
は
組
み
立
て
不
要
で

調
節
ネ
ジ
を
回
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
他
で
は
で
き
な
い
特
徴
を
活
か
し
て
新
た
な
も

の
づ
く
り
の
発
想
を
若
い
世
代
に
体
験
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の

が
〝
や
ま
が
た
メ
イ
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〟
で
あ
る
。

h
ttp
://w

w
w
.y-m

a
ke
rs.n
e
t/

　

メ
イ
ド
イ
ン
山
形
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
１
０
０
台
製
作
し
、

県
内
の
学
校
に
配
布
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
る
。

　

次
回
は
、
や
ま
が
た
メ
イ
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
き
た
い
。

筆者の小関社長が、このほど行われた山形県民シンポジウム
（主催・山形大学/共催・長井市/後援・当所/3月8日タスで開
催）でロボットプロジェクトの活動や提案事項をレクチャーした。
同氏が中心となった活動が、長井のものづくり業界の発展へと
繋がっていくことを具体に織り交ぜた提案だった。ますますの
広がりと関わりを期待したい。

図4、子供の落書きを
　　		実体化できる

長井ロボットプロジェクト責任監修

長井



10

工 業
部 会

長 井 駅 前 通 り
まちづくり協議会

経 営
革 新

施 策
普 及

2/26

2/26

2/26

2/28

市
商
工
振
興
課
と
の

懇
談
会

天
童
市
の

ま
ち
づ
く
り
学
ぶ

商
売
繁
盛

仕
組
み
作
り

東
北
経
産
局
説
明
会

　

長
井
商
工
会
議
所
工
業
部
会
（
齋
藤
道

郎
部
会
長
）
は
、
平
成
26
年
度
の
長
井
市

及
び
商
工
会
議
所
の
工
業
振
興
施
策
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
長

井
市
商
工
振
興
課
と
の
懇
談
会
を
Ｔ
Ａ
Ｓ

で
開
い
た
。
長
井
市
商
工
振
興
課
か
ら
梅

津
和
士
課
長
、
横
山
照
康
企
業
振
興
室
長
、

遠
藤
慎
企
業
振
興
主
任
を
招
き
、
受
注
開

拓
事
業
や
生
産
基
盤
技
術
研
修
等
、
商
工

会
議
所
に
対
す
る
補
助
事
業
や
企
業
立
地

促
進
等
補
助
金
の
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の

後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

長
井
駅
前
通
り
の
街
路
事
業
採
択
を
目

指
し
て
い
る
長
井
駅
前
通
り
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
（
横
山
寛
道
会
長
）
は
、
現
在
街

路
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
天
童
市
の
都
市

計
画
道
路
山
形
老
野
森
線
に
お
け
る
、
天

童
市
古
城
西
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

協
議
会
か
ら
は
13
名
が
参
加
し
、
天
童
南

部
公
民
館
に
て
、
天
童
市
古
城
西
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
の
工
藤
貞
雄
会
長
と
天
童
市

建
設
部
の
担
当
者
か
ら
、
事
業
の
経
緯
や

ま
ち
な
み
協
定
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
旧
東
村
山
郡
役
所
資
料
館
や
古
い

景
観
を
生
か
し
た
羽
州
街
道
を
散
策
し
た
。

　

長
井
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
で

は
、中
小
企
業
が
抱
え
る
悩
み
に
正
面
か

ら
切
り
込
む
べ
く
、２
月
に
引
き
続
き「
経

営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
」を
Ｔ
Ａ
Ｓ
を
会
場
に

実
施
し
た
。「
売
れ
な
く
な
っ
た
商
品
を
復

活
さ
せ
る
！
商
売
繁
盛
仕
組
み
作
り
セ
ミ

ナ
ー
」を
演
題
に
、エ
ル
ブ
レ
ー
ン
ト
ラ
ス

ト
㈱
代
表
取
締
役
の
森
本
尚
樹
氏
を
講
師

に
招
き
、顧
客
と
の
雑
談
の
中
か
ら
復
活

ポ
イ
ン
ト
を
発
見
し
、自
社
の
弱
み
か
ら

本
当
の
強
み
を
生
み
出
す
方
法
を
学
ん
だ
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、山
形
県
商
工
支
援
団

体
ブ
ロ
ッ
ク
内
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、

西
置
賜
地
域
の
商
工
会
と
の
共
催
に
よ
り

開
催
し
た
。

　

地
域
経
済
活
性
化
支
援
策
や
企
業
向
け

の
支
援
策
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
国
の
平

成
25
年
度
補
正
予
算
・
平
成
26
年
度
予
算

（
案
）の
内
容
を
地
域
に
広
く
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、東
北
経
済
産
業
局
に
よ
る
各

種
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
Ｔ
Ａ
Ｓ
で

開
か
れ
た
。東
北
経
済
産
業
局
産
業
部
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
支
援
室
の
鈴
木
政
輝
氏

（
長
井
市
か
ら
出
向
）を
含
む
同
局
担
当
者

か
ら
、新
も
の
づ
く
り
補
助
金
や
に
ぎ
わ

い
補
助
金
、各
種
優
遇
税
制
等
の
目
的
、概

要
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
個
別
相
談
会
も
催

さ
れ
、参
加
者
は
同
局
担
当
者
か
ら
、個
別

の
案
件
に
つ
い
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
た
。

●市商工振興課と工業部会との懇談会

●天童市の現代和風のまちなみづくりを学ぶ長井駅前通りまちづくり協議会

●経営革新セミナー

●東北経済産業局による制度説明会
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生活衛生・
観 光 部 会

工 業
部 会

3/16

3/19

横
浜
視
察
研
修
実
施

山
形
大

柴
田
教
授
講
演

　

長
井
商
工
会
議
所
生
活
衛
生
・
観
光
部

会
（
青
木
芳
夫
部
会
長
）
は
、
今
年
度
事

業
の
一
環
で
神
奈
川
県
横
浜
市
へ
の
視

察
研
修
を
実
施
。
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
山
下

公
園
等
を
視
察
し
、
外
国
文
化
を
い
ち
早

く
受
け
入
れ
た
港
町
の
歴
史
文
化
と
先
進

性
を
学
ん
だ
。
当
初
、
２
月
に
事
業
実
施

を
予
定
し
て
い
た
が
、
大
雪
の
影
響
で
通

行
止
め
や
運
休
等
が
発
生
し
延
期
と
な
り
、

や
む
な
く
今
回
の
実
施
と
な
っ
た
も
の
の
、

横
浜
港
に
初
寄
港
中
の
豪
華
客
船
ク
イ
ー

ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
を
偶
然
に
も
間
近
で

見
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。

　

当
所
工
業
部
会
主
催
に
よ
る
「
も
の
づ

く
り
成
長
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
」
が
Ｔ
Ａ
Ｓ
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
山
形
大
学
産
学
連

携
教
授
の
柴
田
孝
氏
を
講
師
に
招
き
、
当

地
域
の
現
状
や
自
身
の
経
験
を
引
き
合
い

に
出
し
な
が
ら
、「
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

発
想
と
実
践
～
日
本
の
強
み
は
『
現
場
』

に
あ
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、「
リ
ー
ド
タ

イ
ム
削
減
」
や
「
見
え
る
化
」
な
ど
の
現

場
改
善
の
考
え
方
と
必
要
性
、
中
小
企
業

と
地
域
が
成
長
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

重
要
性
な
ど
を
説
い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は

工
業
部
会
員
を
中
心
に
、
金
融
機
関
、
行

政
関
係
者
等
が
参
加
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

に
柴
田
氏
を
囲
ん
で
の
懇
親
会
も
開
か
れ

た
。

●山形大学の柴田孝教授が講演

●日本初寄港の豪華客船を背景に記念撮影

◎ 一般拠出金率の改正
　労災保険が適用されている事業主のみなさまにおかれましては、平成19年４月１日より石綿健康被
害救済のための「一般拠出金」についてご負担いただいているところですが、平成26年４月１日より一
般拠出金率が次のとおり引き下げられることとなりました（環境省告示第111号）。

　　　　　現在の一般拠出金率　0.05/1,000（平成26年３月31日まで）
➡　　

　　　　　改正後一般拠出金率　0.02/1,000（平成26年４月１日施行）

◎ 一般拠出金の算定方法
　一般拠出金については、申告事由（年度更新、事業廃止など）が生じた時点により、適用する率が定
まりますので、平成26年度の年度更新時における一般拠出金の算定の取扱いは、後日、年度更新申告
書を送付する際に同封される資料等でご確認ください。

◎ 本件に関する問い合わせ先
　　　　東京労働局労働保険徴収部
　　　　　　適用・事務組合課（個別事業場）　　　☎03-3512-1628（ダイヤルイン）
　　　　　　事務組合室（事務組合・委託事業場）　☎03-3512-1629（ダイヤルイン）

石綿健康被害救済法に基づく一般拠出金率の改正について
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100,000 100,000
50,000 50,000
30,000 100,000
20,000 21,000
10,000

お申し込みは長井商工会議所（℡0238-84-5394）まで

懸賞（１本）

A4全面
A4半面
1/4面

１/４の２分割
１/４の３分割

綱締め実演

スポンサー募集

①会場周辺に立てる「幟（のぼり）」のスポンサー募集

②パンフレット広告等スポンサー募集

1/4（横綱掲載ﾍﾟｰｼﾞ）
髪結い実演

１本　料金（税込）５０，０００円

終了後は、提供いただきましたスポンサーに記念品としてお渡しいたします

「幟」（縦540cm横90cm）には、力士または相撲部屋の名前とスポンサー名が入ります。

主催＊長井市制施行60周年記念事業 大相撲長井黒獅子場所実行委員会 

５月１０日（土）．１１日（日）  

（一般販売は１４日から） 

TAS１階商工会議所会議室 
  （10：00～15：00） 

＊チケット詳細は、４月市報、パンフレット

等をご覧ください。 

 
長井市制施行 

６０周年記念事業 

写真著作権 （財）日本相撲協会 

（４月１５日受付開始）
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会 員 談 話 室

＋今月の献血＋

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。

ようこそ！新入会員 （敬称略）

（平成26年3月12日現在）

第17回環境コミュニケーション大賞
　　　  環境活動レポート部門　奨励賞

㈲ 三　立（長井市成田700-2）

　環境省と一般財団法人地球・人間環境フォーラムが、優
れた環境報告書等や環境活動レポート、及びテレビ環境Ｃ
Ｍを表彰する「第17回環境コミュニケーション大賞」の
環境活動レポート部門において、㈲三立（鈴木祐一社長／
写真右）の2012年度環
境活動レポートが奨励賞
を受賞なされました。３
月17日に品川プリンス
ホテルで開かれた表彰式
において、審査委員長の
山本良一東京大学名誉教
授（写真左）から賞状が
手渡されました。

　

日
本
政
府
が
提
案
し
て
い
た「
和
食	

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」が
、ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。食
に
関
係
す
る
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
は
、こ
れ
ま
で「
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
術
」「
ス
ペ
イ
ン
や

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
地
中
海
料
理
」「
メ
キ
シ
コ
の
伝
統
料
理
」「
ト
ル
コ
の
ケ
シ
ケ
キ（
麦
が
ゆ
）の
伝
統
」な
ど
が

登
録
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

和
食
を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
申
請
し
た
際
、和
食
の
特
徴
と
し
て
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

１
．多
様
で
新
鮮
な
食
材
と
そ
の
持
ち
味
の
尊
重

　

日
本
の
国
土
は
南
北
に
長
く
、海
、山
、里
と
表
情
豊
か
な
自
然
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、各
地
で
地
域
に
根

差
し
た
多
様
な
食
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、素
材
の
味
わ
い
を
活
か
す
調
理
技
術
・
調
理
道
具
が
発
達
し

て
い
る
。

２
．栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
健
康
的
な
食
生
活

　

一
汁
三
菜（
１
種
類
の
汁
物
と
３
種
類
の
菜
か
ら
な
る
日
本
料
理
の
基
本
的
な
膳
立
て
）を
基
本
と
す
る
日

本
の
食
事
ス
タ
イ
ル
は
理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
。ま
た
、「
う
ま
味
」を
上
手
に
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
動
物
性
油
脂
の
少
な
い
食
生
活
を
実
現
し
て
お
り
、日
本
人
の
長
寿
、肥
満
防
止
に
役
立
っ
て
い
る
。

３
．自
然
の
美
し
さ
や
季
節
の
移
ろ
い
の
表
現

　

食
事
の
場
で
、自
然
の
美
し
さ
や
四
季
の
移
ろ
い
を
表
現
す
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
。季
節
の
花
や
葉
な
ど

で
料
理
を
飾
り
付
け
た
り
、季
節
に
合
っ
た
調
度
品
や
器
を
利
用
し
た
り
し
て
、季
節
感
を
楽
し
ん
で
い
る
。

４
．年
中
行
事
と
の
密
接
な
関
わ
り

　

日
本
の
食
文
化
は
、正
月
な
ど
の
年
中
行
事
と
密
接
に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
。自
然
の
恵
み
で
あ
る

「
食
」を
分
け
合
い
、食
の
時
間
を
と
も
に
す
る
こ
と
で
、家
族
や
地
域
の
絆
を
深
め
て
き
た
。

　
「
和
食
」と
は
洋
食
に
対
す
る
概
念
で
あ
り
、「
一
汁
三
菜
」を
基
本
的
な
献
立
と
し
た
も
の
、と
さ
れ
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は「
３
世
代
前
の
日
本
人
が
家
庭
で
常
食
し
て
い
た
も
の
」と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。３
世
代
前

と
い
う
の
は
昭
和
30
年
頃
ま
で
。そ
う
す
れ
ば
ト
ン
カ
ツ
、コ
ロ
ッ
ケ
、す
き
焼
き
と
い
っ
た
近
代
的
な
家
庭
料

理
が
入
り
ま
す
。『
お
ふ
く
ろ
の
味
』と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、簡
単
に
い
え
ば『
和
食
』と
は
日
本
の
家
庭

料
理
。も
し
か
す
る
と
、『
馬
肉
料
理
』も
無
形
文
化
遺
産
？
？
？
（
Ｍ
・
Ｋ
）

事業所名 代表者 住　　所 業　　種 部　　会

堀 内 織 物 有 限 会 社 堀 内 博 松 米沢市中央１丁目4-15 旅館・飲食業 特別

●代表者変更のお知らせ　　　　　　　  　 （敬称略）

事　業　所　名 前代表者 新代表者名

和洋菓子ぷらぁじゅ風月 鈴 木 佑 介 ➡ 鈴 木 智 志

4月18日㈮
長 井 市 役 所 9:30～11:30
山 形 日 信 電 子 ㈱ 13:30～15:30

4月29日㈫ 西 根 地 区 公 民 館
9:00～12:00
13:30～15:00

新規一店！
（事務所新築）

沼澤産業㈲
■代表者／沼澤岩夫
■住　所／長井市五十川4206
■ＴＥＬ／８８－４５１３
このコーナーに掲載を希望される会員事業所は、当所までご連絡ください。

日商簿記検定試験
――――――――――――――――――――――――
【第１３７回】
試 験 日：平成26年6月8日(日)
受付期間：平成26年4月16日(水)～5月9日(金)
――――――――――――――――――――――――
【第１３８回】
試 験 日：平成26年11月16日(日)
受付期間：平成26年9月26日(金)～10月17日(金)
――――――――――――――――――――――――
【第１３９回】
試 験 日：平成27年2月22日(日)
受付期間：平成27年1月6日(火)～1月23日(金)
――――――――――――――――――――――――
受 験 料：１級	7,710円　２級	4,630円
　　　　　３級	2,570円　４級	1,640円

申 込 み：当所窓口にて直接申込みいただくか、
　　　　　当所ホームページより申し込みください。
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山
形
Ｄ
Ｃ
本
番
を
前
に
、
観
光
客
に
対
応
し
た
料
理
の
提
供
、

接
遇
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
イ
ン
の
基
礎
を
会

員
事
業
所
に
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
３
月
４
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ジ

ュ
ア
ン
を
会
場
に
、
料
理
と
相
性
の
良
い
ワ
イ
ン
の
選
び
方
講
座

を
長
井
商
工
会
議
所
の
主
催
で
開
い
た
。
自
店
舗
で
提
供
し
て
い

る
馬
肉
料
理
等
を
持
参
し
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
福
島
県
郡
山
市

在
住
の
加
藤
洋
子
氏
（
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ　

ア
ト
リ
エ
・
デ
ュ
・

ヴ
ァ
ン
代
表
）
が
準
備
し
た
９
銘
柄
の
ワ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
の
料

理
と
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
全
員

で
試
食
と
試
飲
を
行
い
意
見
交
換

し
た
。
加
藤
氏
は
「
特
に
ワ
イ
ン

に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
の
観
光
客

の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
ど
ん
な
飲
物
、
食
べ
物
で
も
、

た
だ
漫
然
と
味
わ
う
の
で
は
な
く
、

論
理
的
に
試
飲
、
試
食
す
る
機
会

を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

３
月
４
日
、
富
山
県
の
黒
部
商
工
会
議
所
の
川

端
康
夫
会
頭
と
小
林
聖
子
副
会
頭
が
、
長
井
商
工

会
議
所
の
「
な
が
い
馬
肉
の
日
作
戦
」
の
取
り
組

み
を
知
ろ
う
と
当
所
を
訪
れ
、
横
澤
泰
雄
会
頭
と

塚
田
弘
一
専
務
理
事
と
懇
談
し
た
。
北
陸
新
幹
線

富
山
駅
の
開
業
や
Ｄ
Ｃ
開
催
を
来
年
に
控
え
る
こ

と
か
ら
、
長
井
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
よ
う
と
、

と
も
に
交
流
が
あ
る
神
戸
国
際
大
学
の
中
村
智
彦

教
授
の
紹
介
に
よ
り
、
今
回
の
視
察
受
入
と
懇
談

会
開
催
が
実
現
し

た
次
第
。
職
員
か

ら
当
所
の
概
要
と

本
事
業
の
説
明
を

聞
い
た
後
で
ワ
イ

ン
講
座
に
出
席
し
、

講
座
に
参
加
し
た

当
所
会
員
事
業
所

と
も
交
流
し
た
。

●地域産業資源活用事業化促進事業

馬
肉
と
合
う

ワ
イ
ン
講
座
開
催

黒
部
商
工
会
議
所
　
　 

が
当
所
会
頭
と
懇
談

北
陸
新
幹
線
開
業
を
前
に
長
井
の
取
り
組
み
を
視
察

馬
肉
と
ワ
イ
ン
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

バーニック・ナガイ活動報告

バーニック・ナガイ出没予報

◆
◆

◆

3/1
3/2

4月

広報ながい３月１日号に掲載されました。
飯豊町の宝物探しセミナー
（飯豊町中部地区農村活性化
センター）の事例発表に登場
しました。

置賜さくら回廊に登場します。

●黒部商工会議所の会頭・副会頭が横澤泰
雄会頭と懇談

●料理との相性をチェックしながらのワインの試飲

●
飲
食
店
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
る

　

講
師
の
加
藤
洋
子
氏

会
　
頭

副
会
頭


